
外には寒風が粉雪をさしまじえて吹きすさ

ぶある冬の日の午後,私は燃えるス トーブの

かたわらで辛亥革命当時の新聞を読んでいた｡

いささか疲れた精神にとって,新聞をめくる

という作業は,意志にさからう眠気をさそい

つつあったのであるが,ある貢をめくった時,

まさに言葉どうりに,突如として眠気がふき

とんでしまった｡いままで見たことのなかっ

た当時のビラ (伝単)の原物をそこに発見し

たからである｡

辛亥革命のときにビラが大量的宣伝手段と

してかなり用いられたことは,だれしもが気

のついているところである｡それは,いわば

文公直が指摘する辛亥革命戦争が鉄道を用い

た中国史上最初の戦争であったのと似たよう

な性格をもつものとして,印刷技術等の発展

とその社会生活-の大量的な浸透がもたらし

た新 しいひとつの現象であったであろう｡

そのきわめて早い例としては,上海ではす

でに1911年10月18日に,革命派とおぼしき

｢勢髪易服｣ した人物が人力車に乗って ｢愛

国同胞｣の革命的決起を訴える内容の武昌蜂

起の翌日の日付をもつビラ (全文 120字?)

をまいたと, ｢時報｣宣統三年八月二十八日

(1911年10月19日)付の ｢本埠新聞｣欄の記

事はったえており,同様の記事は同日付 ｢民

立報｣にも見出せる｡もし ｢民立報｣だけに

しかこの記事がなければ,当時の新聞の実体

からしてあるいは担迄との推測の余地もあり

うるが,包天笑もいうように当時む しろ立憲

派系としてあまり評判がかんばしくなかった

｢時報｣に同内容の記事があることで,それ

が事実であることだけは確認できるのである｡

しか し,そのようなビラの原物を手にする
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ことができるとは,正直いって想像 したこと

さえなかったのだが,かの矢野仁一先生のお

かげでその喜びを味うことができたのである｡

この場をかりて,それを紹介してみたい｡

そのビラは矢野先生の旧蔵にかかる ｢北京

日報｣の宣統三年十二月十四日 (1912年2月

1日)の第3面と第4面の問に締まれていた｡

｢北京日報｣は光緒三十年七月十五日190

4.8.25)創刊の立憲派系の新聞で,当

時の発行兼編集人は楊茂芝,総主筆は朱浜,

日曜日は1張 4貢,それ以外は2張8貢 (実

質記事は各々その半分を占める)建てで刊行
されていた｡現在,矢野先生の寄贈により京

都大学附属図書館に所蔵されているのは宣統

三年十月十二日 (1911年12月2日)第2073号

から中華民国元年 (1912年)11月17日 (第23

70号)までのほぼ-年分で,問々,先生の切

り抜きの跡はあるが,きわめて貴重な資料で

ある｡

｢清朝末史研究｣の ｢序言｣にも ｢わたし

は清朝末期の七年間,北京に在りて,親 しく

清朝の滅びゆく推移を見聞し,---｣と書い

ておられるようI,C,辛亥革命当時,先生は北

京に屠られた｡ ｢燕洛間記- 歴史遍歴六十

年の回顧-｣(1963年自家版)や,座談会 ｢

六十年の思出で- 矢野仁一先生を囲んで-

-｣ (｢東方学｣第 28輯 1964年)にみえ

るところによれば,先生は,進士館 (のち頁

師法政学堂と改称)教習として1905年 3月

に北京へ行き,西城努柴罰同 に居を構えて,

1キロそこそこの大僕寺街にある進士館まで

馬で通っておられたとのことである｡太僕寺

街といえば,西苑南海の西側に位置する東西

の通りで,そこから大約 1キロぐらいの努紫

胡同というのは,あるいは間違っているかも

しれないが, ｢旧都文物略｣坊劉洛 (L935年)

にみえる西単北大街を,それが太僕寺街と接

するところから少 し北上 した西側の弼才胡同

であろう｡もちろん任地と勤務地がわかった

からといって先生の行動範囲がその周辺に限

定されえないことは自明であるが,わざわざ

こんなことを書いたのは,そのビラが清朝権

力の最中枢部たる北京の内域でまかれた可能

性もかなりあることをいいたいからである｡

さて,矢野先生は ｢明治四十四年革命乱が

起り清朝の社稜も危まれるようになった時居

留民の有志が巡警学堂の川島浪速氏宅などに

何度も集って,日本の対策を協議 したことも

思出の種だ｡何 しろ皆国士を以て任 じている

のだから,議論百出で容易にまとまらなかっ

たが,結局清朝扶持ということにきまり杉 (

栄三郎),亀井 (陸艮)両君と私とが起草委

員となり内田外相宛に建議書を呈 したことも,

今では-つの笑柄だ｣ (｢北京時代の恩出で｣

｢燕洛開記｣附録二)と当時を回想しておら

れる｡

この清朝擁護の立場は論文等で再三強調さ

れる共和ナンセンス論とセットになっている

のだが,この ｢国士｣風の行動は,のち二十

一ヵ条の時にもあったようだO ｢国士亀井陸

を記念集｣ (1939年)所載の第二回座談会で

の神田正雄の発言によれば,やはり川島邸で

相談したものを亀井が原稿にし, ｢杉栄三郎

氏,矢野仁一氏, それと今一人誰だったか｡

私もそのうちに加えられまして｣それに手を

いれて総理大臣,加藤外相等に提出したとい

い,そのパンフ,北京有志団 ｢対支意見｣

(1916年 1月)もそこに収録されている｡亀

井記念集に辛亥当時の行動についての明確な

記述はないが,前記の神田の発言につづけて

楢崎観-I-が ｢僕の持 ってゐるのは,これよ

り一つ先のものだ｣と発言しているが,ある

いはこれが辛亥のときの内円外相宛のもので

あったかもしれない｡

このように革命の渦中にあって清朝擁護の

立場から行動しておられた矢野先生にとって

清朝滅亡のさいのもっとも印象的な出来事は

良弼暗殺事件であったらしい｡｢燕洛間記｣
によれば, ｢私は清帝重退位,清朝滅亡の際

北京にあって,日々まのあたりにその推移を

見,一喜一憂 したが,その中で艮弼の死ほど

ショッキングな事件はなかった｡

かれは粛親王邸を辞去し,まさに西華門外紅

羅廠の自邸内に人らんとした時,奉天講武学

堂の-青年革命党学生の投ぜる爆弾に中り-

脚を粉砕された｡私の同郷の親友川田徳次郎

医師の切断手術も功なく,翌二十七日終天の

眼を呑んで絶命 した｡ この兇漢は蓑に買収さ

れたものだという｡I-･.･良弼の死によって宗

社党は癒すべからざる創境を受けた｡代るべ

き人物はない｡かれありし時の宗社党のあの

吐気は今や見るべくもない｡天もしかれに仮

すに一二年を以てせば,乾坤旋転の壮挙はあ

るいは望むべからざるも,二百六十余年の清

朝の社後学ああまであっけなく退位するとい

うさびしい終幕とならなかったではないか｣

と,50余年後になお感情をこめて- と同

時に,同じ日に共和要請竃を打った段横堀等

にたいしては,ここでは省いたが,きわめて

きびしい筆課をくわえつつ- 書いておられ

るほどである｡

話をビラにもどそう｡ ｢北京日報｣にはさ

まっていたビラは,中国でいういわゆる洋紙

すなわち裏のザラザラした安物のロ-ル半紙

に印刷されている｡紙の大きさは縦 27.2セ

ンチ×横 19.8センチ｡天は少 し広 くあけて

左右と地は2センチあまりをとり,5ミリの

花卦でかこまれたなかに文章が印刷 してある｡

活字はいわゆる上海活字で4号｡1行28字

で字間を半劃あけ,行間は全劃あげで14行

組みである｡見出しはなく,段落なしに文章

19



我 知 我

栄 次 紫

別 ftl fpl

翠 fLL 以

蟹 入 射

7

穀

道

路

生

力

不

敵

種

類

人 民 得 }} 邸

保

全

利

蚤

之

法

認
作

為

亡

閲

約

決

.<

苛

維

田

作 内

唾 盈 住 家 的 兎 鵠 解

預 手r lE,】 怪 人 致 退 倍

額 利 他 命 希 特 使 賃

率 姦 政 経 威 粂 我 民

吃 耗 敢 然 地 叫 軽 質

北 釣 掲 牧 田 Tj 萄 現 再

方 如 不 祭 下 段 溝 在 加

和 糾 能 謂 箔 乱 衣 盈 俊

Lli 造 反 ff 名 従 入 要 結

昏 女f 封 及 且 中 後 党 政
王 切 的 単 一 取 並 的 未

刊 顧 如 想 詞 利 一 保 定

甫 箱 比 定 琴 切 薗 退 局

等 君 副 群 端 不 同 柴 犬

六 認 縫 法 必 可 心 考 案

∵

∴

∵

∴

'E3'- 汲 然 不 要 梓 協 t'}t 却 並 改 正 四

七 常 庚 可 貸 借 Jl 共 不 櫓 樺 叫 鵡

十 溶 封 訣 照 井 保 科 可 昏 迷 倣 飴

兵 侶 多 読ちと 街 以 耕 入 給 無

入 弔】

全 以

人

rs

少 不 治 後 共 旗 公 法

人 但 安 知 和 生 来 好

懲 後 須 命 勢 至 !L･J 執 断 固

人

又

来

嘉

蔓

漉
歪

鼎葦

腐
購
読
紙
…諸
式
捕
縄
拓
滋

拓
索

護
終
許

榔

遥

啓

者

欄

等

皆

芸

-

予

言

望
芸

…

怒

常

管

朋

友

相

中

tP_ ､･1.二

11 ぶ ･J

部分360字を通 しで組み,最後の行に同号

活字で ｢北方和平会三和封等六百七十三人全

啓｣とある｡以上が形態の概容である｡全文

を以下に訳出しよう｡ (改行は訳者)

前略 小 生らは皆,北方の-員ですが,

平素から君主立憲を主張することで,つ

ねに友人のために争ってきました｡ しか

し,いまやすでに全国人民は,十分の九

が共和を主張しています｡最近では北方

の軍隊十四万余人が,また共和への改制

を要請する電報を打ってきました｡歴史

上のことに照らしても,人心すでに去り

天命回しがたtき情況になっており,まこ

とに手のうちようがないといわぬばなり

ません｡

さいわい,このたびの共和-の改制は歴

代の王朝交代とはまるでちがって,政権
ifi

を公衆国民に譲りわたすにすぎません｡

皇帝の名号なども従来どうりに留めおき,

しかも皇室皇族優待弁法を制定 し,さら

に八旗の生計まで保証して,けっして酷

い待遇はしていません｡まだ解決 しない
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のは,さらに優待を加えるようなおも内

閣が民軍に要求 しているからなのです｡

みなさん,かえって共和をば亡国だ,過

位だと誤認 してはならないのです｡

われわれにいまもっとも肝腎なことは,

将来なにごとにおいても人後に落ちぬよ

う,共和になってからの利益保全の手立

てをいそぎ考え,あわせて一方で同心協

力 して治安を維持することですO ドサク

サまざれに利益を得んとする,そこらの

デマをとばし乱をおこすような輩の風説

などを,けっして軽信 してはなりませんD

(そんなことをすれば)たんに勢力敵わ

ずしてむざむざ財産生命を失い,むなし

く汚名を残すのみならず,さらをこいった

ん紛争が始まれば,かならずや多くの人

命が害われることになるでしょうO (そ

んなことになれば)われわれ,どうして

同胞に申しわけがたちましょう｡ですか

ら諸君に泣いて訴えたいのは,早急に方

法を謀りさだめ,人の噂を誤り信 じない

ようにし,共和が人民にとってもっとも

利益があり,万々反対しえないものだと

いうことを理解することです｡もし,い

まいたずらに共和に反対すれば,今後わ

れわれの方こそ人にFjぎたなく罵られ,

なにごとにつけても馬鹿をみなければな

らなくなるでしょうC どうすればよいか

を,諸君が衷剣に勧考慮なさるよう切に

望むものです｡

北方和平会三和宙等六百七十三人全啓｣

ビラの内容について若干注釈を加えておこ

う｡北方軍隊の共和要請電報とは,いうま

でもなく1912年 1月26日に義世凱が段蔭瑞に

打たせた共和要請の猿芝屠電報のことで,同

日の艮弼被爆とともに清室に大きな痛手をあ

たえた事件であった｡北京ではやはり前の共

和反対竃のこともあり,"まさか"という気

分あるいは願望も強かったのか, ｢北京日報｣

は1月31日付にようやく全文を発表 し,

(簡単な記事は28日付に出る)わざわざ偽

竃とのうわさの真偽を調査したため遅れたと

弁解 しているしまつである｡

皇室皇族優待弁法は,前年の 11月下旬の

伍延方 ｡張番 中庸文治 ｡温宗尭らの摂政王あ

ての電報においてすでにふれられ,のち12

月29日の南北講和会議で南方代表伍延芳か

ら五条件として提示されるほいたったもので

あるOその五条件には ｢1.外国君主ノ礼ヲ以

テ之ヲ待ス,2.緩和園こ退居ス｣等の内容が

含まれるが,これではもちろん合意に達する

はずもなく,北方側は皇帝の名号を存するこ

とと嘗禁を放棄せざることをもっとも強く主

張して折衝が重ねられた｡1月20日ごろに

南方側は一時,皇帝を ｢譲皇帝｣と改称する

ことで皇帝の名号の復活をはかるが, これさ

え堅持することなく,すぐに妥協して ｢大清

皇帝｣の名号を認めてしまう｡ ビラに ｢皇帝

の名号なども---｣とあるのはこのあたりの

経緯をふまえているのであろう｡その後,請

点は主として皇帝の名号を ｢相承不替｣とす

るか ｢終身不替｣とするか,というような方

面にズレていくが 1月中は哀楳凱のひきのば

し戦術であまり交渉は進展 しない ｡一層の優

待を内閣-義内閣が民軍-南京臨時政府に要

求 して事態が遷延 しているとこのビラの筆者

が書いているのは,その間の雰囲気のかれな

りの把捉を反映 しているようだ｡このときの

もっとも主要な優待条件にかんする議論は,

要するに皇帝が r遜位｣するのかどうかとい

う,いわば体面上のこと---そしてまた,そ

の体面が決定的な重要性をもっているのだが,

-- なのであるが,もちろん皐義経費の増額

などもその交渉には含まれていた｡のち,2

月に入ると壷に全権が与えられたこともあっ

て,交渉が進渉 し,やがて周知のように2月

12臥 退位上諭とともに ｢大清皇帝辞位後

の優待条件｣ ｢清皇族待遇条件｣が頒布され

たのである｡

八旗問題については,優待条件の一項とし

てとりあげられるが,このときすでに南方側

指導部は,清帝退位即五族共和のシェ-マで

革命をイメージしていたので些少のことをの

ぞいて論議にはならなかった｡ これはのちに

｢満蒙図歳四族待遇条件｣として頒布された｡

北方和平会王和宙については末だ詳かにな

しえないが,あるいは-人J党的な,革命時

に輩出した"団体"にすぎなかったかもしれ

ない｡

このビラには日付はないが,段鋲瑞 らの共

和要請竃が1月26日であるから,それ以後

のものであることは確実で,くわえて優待条

件にかんする記述からみてほぼ2月の5日以

前ぐらいまでの間にまかれたものであると推

定できる｡したがって,これが ｢北京日報｣

の2月1日のところにあったのは,けっして

いいかげんなところに挿んであったのではな

く,むしろ矢野先生が入手された目の新聞に

締まれたと考えるほうが自然であろうo

さて,この項の北京周辺では,胡郡公らの

拠る北方革/命協会が江兆銘の妨害をうけなが

ら天津を中心に蜂起の準備をしていたとはい

え,北京城内では,蓑世凱や良粥の暗殺事件

のようなテロル以外に目立ったうどきはなか

った｡しかし,革命的情勢の高揚は北京城内

にもなんらかの形で反映せざるをえなかった

わけで,この君主立憲主義者を自称する人物

の 1月末の時点での共和制賛成-の転向もま

たそのひとっのあらわれだったのである｡

それにしても,よくこうまで毒針旨1こ書いた

ものだとおもう｡新たな共和制下での利益保

全を,既存の社会秩序を維持 しながら移行す

ることによって追求 しようと臆面もなく主張

しているのである｡ここには,辛亥革命当時

の君主立憲派が,情勢の進展におされて,け

っして革命に賛成したのではなく,いわんや

革命をやろうとしたりしたのではなく,ただ

(17ページ-つづ く)
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共和の看板だげをかかげて革命の隊列にもぐ

りこみ,その成果をぬすみとろうとする恩恵

と態度がひじょうにはっきりと表明されてい

る｡そして,そのさい皇帝の名号を廃さなか

ったことが,旧人物のtl新"社会での活動の

ための,すくなくとも思想的なバネになった

ことは疑いえないところであろう｡

ともあれ,矢野先生が注意ぶかく残 してお

いてくださった-枚のビラのおかげで,われ

われは清帝退位のさいの北京の社会的雰囲気

の･～端と君主立憲派と自称する日和見的知識

人の精神構造の-断簡をのぞきみることがで

きたわけである｡清朝擁護の活動をされた矢

野先生が,このビラをどんな気持で読まれた

のか, もういまでは問いただすペくもない｡

(附.iJiユ)最嵐 矢野先生をとりあげた論稿

としてほ ,小野倍蔚氏に ｢西原亀三と矢

野仁一｣ (｢朝 日ジャ-ナル｣ 1972

年 4月 14日)があるO

(京都大学人文科学研究所)
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